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今
年
一
月
の
石
破
総
理
大
臣
の
施
政
方

針
演
説
の
内
容
は
「
楽
し
い
日
本
」
で

あ
っ
た
が
、「
通
夜
で
希
望
を
話
題
に
す

る
よ
う
な
印
象
」「
国
民
生
活
の
状
況
へ

の
認
識
欠
如
」
な
ど
批
判
が
噴
出
し
、
共

感
で
き
な
い
と
い
う
意
見
が
半
数
に
な
る 

調
査
結
果
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、

政
府
に
よ
り
昨
年
結
果
が
公
表
さ
れ
た
最

新
の
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
で
は
、
約

六
〇
％
が
「
生
活
が
苦
し
い
」
と
回
答
し

て
い
る
か
ら
当
然
で
あ
る
。
石
破
政
権
の

標
語
は
「
納
得
と
共
感
」
で
あ
る
が
、
現

在
の
状
況
で
は
納
得
も
共
感
も
さ
れ
そ
う

に
な
い
。

　
し
か
し
社
会
に
は
「
楽
し
い
日
本
」
を

実
現
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ

る
。
一
例
が
「
都
市
農
業
」
で
、
市
街
化

区
域
内
や
周
辺
の
農
地
で
行
わ
れ
る
農
業

進
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

各
地
に
発
生
す
る

都
市
農
業

　
東
京
都
国
立
市
は
東
京
都
心
か
ら
西
側

に
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
位
置
に
あ
る
が
、
そ

の
谷
保
地
区
に
は
田
園
地
帯
が
残
存
し
て

お
り
、
二
〇
一
三
年
に
設
立
さ
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
「
く
に
た
ち
は
た
け
ん

ぼ
」
が
三
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

田
畑
を
地
主
か
ら
賃
借
し
、
農
園
以
外
に

も
、
水
田
や
動
物
飼
育
な
ど
に
提
供
し
て

い
る
。
農
業
体
験
や
農
園
賃
貸
な
ど
で
収

益
を
確
保
し
、
平
日
は
地
域
住
民
を
対
象

に
し
た
活
動
、
休
日
は
観
光
目
的
の
農
業

体
験
を
実
施
し
、
着
実
に
運
営
さ
れ
て
い

る
。

　
兵
庫
県
川
西
市
で
は
二
〇
〇
七
年
に
兵

庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
が
猪
名
川
沿
い
の

一・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
竹
林
を
整
備
し
て

平
均
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
四
四
〇
区
画

で
あ
り
、
専
業
農
家
で
は
な
い
一
般
の

人
々
が
趣
味
で
野
菜
や
果
物
、
場
合
に

よ
っ
て
は
穀
物
を
栽
培
す
る
こ
と
も
あ

る
。
主
要
な
背
景
は
余
剰
農
地
の
増
加
で

あ
り
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
六
〇
〇
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
存
在
し
て
い
た
農
地
は
最
近
で

は
四
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
、
耕
作

放
棄
農
地
は
全
体
の
一
割
に
相
当
す
る
約

四
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
市
街
化
区
域
内
の
農
地
の
面
積
も
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
現
状
で
は
全
国
に

六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
存
在
し
て
お
り
、
こ

れ
は
都
市
近
郊
の
緑
地
と
し
て
も
必
要 

で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て

い
く
か
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
幸
運 

な
こ
と
に
都
市
の
住
居
地
域
に
近
接
し 

て
い
る
た
め
、
週
末
農
業
や
休
日
農
業 

に
利
用
す
る
人
々
が
増
加
す
る
傾
向
に 

あ
る
し
、
都
市
近
郊
の
宅
地
開
発
も
農 

地
と
の
関
係
を
重
視
す
る
事
例
が
増
加 

し
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
よ
う
な
先 

の
農
園
を
造
成
し
た
「
矢
問
農
園
」
を
開

発
し
た
。
駐
車
場
や
管
理
棟
も
用
意
さ
れ

て
い
る
た
め
、
当
初
は
予
約
が
満
杯
で
多

数
の
人
々
が
空
地
に
な
る
土
地
を
待
機
し

て
い
た
が
、
利
用
す
る
人
々
が
年
毎
に
高

齢
に
な
っ
て
解
約
が
相
次
ぎ
、
最
近
で
は

約
一
五
〇
区
画
が
空
地
に
な
っ
て
お
り
、

新
規
の
需
要
開
発
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
大
幅
に
改
造
し
た

埼
玉
県
草
加
市
に
あ
る
賃
貸
住
宅
の
団

地
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
松
原
」
に
は
約

三
〇
〇
〇
戸
の
集
合
住
宅
が
あ
る
が
、
そ

の
中
庭
の
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土

地
に
三
二
区
画
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

（
賃
貸
制
度
の
農
地
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
区
画
当
た
り
面
積

は
約
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
年
間
三
〇
〇
〇

円
強
の
賃
料
で
貸
出
し
て
い
る
。
住
民
に

は
人
気
が
あ
り
、
住
宅
団
地
の
新
風
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
都
墨
田
区
は
農
地
も
農
家
も
ゼ
ロ

の
地
域
で
あ
る
が
、
墨
田
区
東
向
島
は
江

戸
時
代
に
は
将
軍
に
献
上
す
る
野
菜
を
栽

培
し
て
い
た
御
前
栽
畑
が
あ
っ
た
場
所

で
、
歌
川
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
」
に

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
一
〇
〇
％

以
上
の
国
々
は
別
格
と
し
て
も
、
先
進
諸

国
で
は
最
低
で
あ
る
。
品
目
で
も
コ
メ
の

み
は
九
六
％
を
自
給
し
て
い
る
が
、
小
麦

は
一
七
％
、
大
豆
は
七
％
、
肉
類
は
八
％

な
ど
で
、
大
半
は
輸
入
に
依
存
し
て
い

る
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
輸
出
し
て
い
た

魚
類
も
現
在
で
は
五
二
％
程
度
し
か
自
給

で
き
て
い
な
い
。
食
料
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
は
大
変
に
脆
弱
な
国
家
で
あ
る
。

　
今
回
紹
介
し
た
都
市
農
業
で
生
産
さ
れ

る
野
菜
や
果
物
や
穀
物
の
生
産
量
は
国
内

で
の
需
要
量
に
比
較
す
れ
ば
無
視
で
き
る

ほ
ど
の
割
合
で
し
か
な
い
が
、
都
市
農
業

に
よ
っ
て
食
料
の
生
産
が
い
か
に
大
変
な

仕
事
で
あ
る
か
を
実
感
す
る
た
め
に
は

格
好
の
作
業
で
あ
る
。
現
在
、
全
体
の

三
〇
％
で
あ
る
六
五
歳
以
上
の
人
口
は

二
五
年
後
に
は
四
〇
％
に
な
る
。
都
市
農

業
が
供
給
で
き
る
食
料
は
微
量
で
あ
る

が
、
高
齢
者
層
に
と
っ
て
は
自
身
の
肉
体

と
精
神
の
健
康
の
た
め
に
有
効
な
手
段
に

な
り
得
る
。

も
登
場
す
る
。
名
産
で
あ
っ
た
寺
島
ナ
ス

は
絶
滅
と
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
に
な
り

種
子
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
復
活
の
た
め

地
元
の
人
々
が
努
力
し
、
六
六
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
「
た
も
ん
じ
交
流
農
園
」
を

二
〇
一
七
年
に
創
設
し
、
二
四
区
画
の
農

地
で
寺
島
ナ
ス
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
野

菜
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
建
物
の
屋
上
を
農
地
と
し
て
利
用
す
る

事
例
も
あ
る
。
大
阪
府
門
真
市
に
あ
る
染

物
工
場
の
跡
地
に
商
業
施
設
が
建
設
さ

れ
、
屋
上
が
「
ア
オ
ゾ
ラ
農
園
」
と
い
う

一
〇
〇
区
画
の
賃
貸
農
園
に
な
っ
た
。
当

初
か
ら
農
園
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
の
で

深
さ
五
〇
セ
ン
チ
の
土
壌
に
耐
え
る
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
管
理
す
る
人
間
が
常
駐

し
て
い
る
の
で
栽
培
の
指
導
も
し
て
く
れ

る
。
農
地
の
貸
与
だ
け
で
は
維
持
収
入
が

不
足
す
る
の
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
や

青
空
市
場
を
用
意
し
て
順
調
に
維
持
さ
れ

て
い
る
。

高
齢
社
会
の

健
康
保
険

　
日
本
の
食
料
自
給
の
割
合
は
熱
量
基
準

で
三
八
％
で
し
か
な
く
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

月刊三方よし経営  令和７年４月号

「
永
続
」へ
の
転
換
戦
略

「永続」への転換戦略

都
市
農
業
が
元
気
に
す
る
一
次
産
業

つ
き
お     

よ
し
お

東
京
大
学
名
誉
教
授

月
尾
嘉
男

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）

年
生
ま
れ
。
東
京
大
学

工
学
部
卒
業
。工
学
博

士
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ

ラ
フィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知

能
、
仮
想
現
実
、メ
デ
ィ

ア
政
策
等
を
研
究
す
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地

で
私
塾
を
主
宰
し
、
地

域
の
有
志
と
共
に
環
境

保
護
や
地
域
計
画
に

取
り
組
む
。

重
要
に
な
る

都
市
農
業
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